	訓練８

	神様が用いられる働き人(1)
-生活の基礎が正しい人(使2:1-47)


炭火を紙で包むことができないように、形式で真理を味わうことはできない。神様が用いられる人は、どのような人でしょうか。生活の基礎が正しい人である。それでは、どのような人が生活の基礎が正しい人なのでしょう。

１．聖霊の恵みを先に受けなければならない(１～１３節)

(1) 切実な気持ちで集まる時(１節)

(2) みことばを受ける時(２節)

(3) 確信を持って祈る時(３節)

(4) 時(１節)

(5) 場所(１節)

２．福音の核心を理解しなければならない(１４～３６節)

＊ペテロの説教

	説教の本文
	預言の成就
	意　　　味

	使徒 2:14-21
	ヨエル 2:28-32
	正しい信徒に注がれる聖霊の満たしの約束

	使徒 2:22-32
	詩16:ダビデの預言
	ダビデの証拠

	使徒 2:33-35
	詩110
	昇天されたイエスと降臨された聖霊を

結びつけること

	使徒 2:36
	
	復活されたイエスの現在の働き


３．福音に対する正しい反応をみせなければならない(３７－４１節)

(1) みことばを正しく受けようとするなら(３７節)

(2) 人間の側ですること２つ(３８節)

(3) 神様の側でなさること２つ(３８節)

(4) 家族の救いに対する関心(３９節)

(5) 福音に対する正しい反応を見せれば現れる結果(４１節)

４．福音にふさわしい生活を送らなければならない(４２－４７節)

◆神様の力(聖霊の働き)が働く所
(1)使徒たちの教えを堅く守り(４２節)

(2)交わりが活発になされること(４２節)－幸いな時間

(3)パンを裂く生活(４２節)－礼拝の重要性

(4)祈りに専念する生活(４２節)

(5)物質を正しく使用(４４,４５節)

(6)結果(４１,４３,４６,４７節)
